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　目の不自由な方への情報提供
を目的に作られたものです。こ
の音声コード（ＳＰコード）を、
活字文書読み上げ装置で読み取
らせると、音声で読み上げます。
　活字文書読み上げ装置は社会
福祉協議会本所に設置していま
す。

これはＳＰコードです

赤十字災害時高齢者
�生活支援講習会開催 !!

（詳細は 6ページをご覧ください。）



地域福祉活動の推進

在宅福祉サービスの充実

福祉の開拓者として

基本方針
　少子・高齢化の進行に伴う人口構造の変化、世帯員数の減少などにより人間関係の希薄化を背
景とした家庭・地域社会の支えあう力の低下による孤独化といった課題が顕著化しています。
　こうした状況の中、地域福祉の中核的な役割を果たしていく組織としての本協議会は、地域に
密着した事業に取り組むとともに、住民参加の共同による福祉活動の支援や福祉コミュニティづ
くりを推進していく事業に積極的に取り組みます。
　また、「ともに支えあい、心豊かに」をスローガンのもと、住み慣れた地域で、誰もが安心し
て暮らせるまちづくりの実現のため、〈地域福祉活動の推進〉、〈在宅福祉サービスの充実〉、〈福
祉の開拓者として〉の３項目を基本理念とし重点的に事業の推進に努めます。

　身近な地域で福祉サービスを享受できる地域づくりを目指し、関係機関や支所との連携を図り
ながら、相互に助け合う事業の展開を推進してまいります。
　高齢者・障がい者や子育て家庭を支える事業をとおして、地域住民が積極的に社会参加できる
環境づくりに努め、地域活動の充実を図ります。
　地域での見守り活動としての事業の拡大・充実を図り、お互い様活動につないでいくことで、
住民が支えあう地域づくりを推進してまいります。

　介護保険制度及び障がい者自立支援制度の改革が進む中で、多様な福祉ニーズに適切に対応す
るため、関係機関との連携をより密にし、誰もが在宅で自分らしく安心して生活できるよう、職
員一人ひとりが提供する在宅福祉サービスの質の向上、及び事業経営の安定性の確保に努めてま
いります。
　また、在宅での福祉ニーズや生活課題に対しては、社会福祉協議会の特徴を最大限に活かし、
各専門職が互いに連携を図りながら、即座に対応していく在宅福祉サービスを提供、推進してま
いります。

　福祉サービスに対する需要の拡大・多様化が見込まれる中、サービス提供者である社会福祉従
事者への期待が高まっています。
　地域福祉推進の中核的団体の職員として、福祉コミュニティの形成や福祉のまち
づくりを共通理念として業務を進めるとともに、新たな福祉サービスやニーズを発
掘し、地域住民の主体性を引き出し、課題解決に努めてまいります。

安芸高田市社会福祉協議会
平成24年度事業計画
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１、ふれあいサロン事業
　隣近所の住民誰もが気軽にいつでも寄りあえる場づくりを通して、健康・生きが
いづくり、地域での孤立予防や見守り、支えあい活動へと発展させることを目指し、
既存サロンの充実に加え、新たに数か所の新規立ち上げを目指しています。

２、ボランティア活動事業
　市ボランティアセンター、市ボランティア連絡協議会を通して市民へ活動の理解と参加の呼び
かけを行い、住民の関心を高め、ニーズを積極的に開拓し、いつでも、どこでも、誰でもボラン
ティアに参加できる体制整備と地域におけるボランティア活動の支援、推進を図ります。
３、日常生活応援サービス事業（ほほえみネット安芸高田）
　日常生活における「ちょっとした困りごと」例えば、見守り・話し相手や、掃除などを、ほほ
えみさん（協力員）と一緒に行うことで、お互いに支えあい、助けあえる地域づくりを目指して
います。
４、介護保険事業
　介護保険法の改正後、ますます複雑化する内容に対応し、利用者の意思を最大限尊重した上で、
居宅介護支援事業をはじめ、訪問介護事業・通所介護事業・福祉用具貸与事業などと連携をとり
ながら、また、他のサービスへつなげていくようサポートします。

　地域福祉事業
○相談事業
○地域まるごと福祉教育推進事業
○ファミリー・サポート・センター事業
○障がい者地域生活アシスタント事業
○福祉サービス利用援助事業「かけはし」
○安心生活創造事業
○子育て支援センター一時預り・病後児預り事業
○広島県共同募金会安芸高田市支会事務事業
○日本赤十字社広島県支部安芸高田市地区事務事業
○被災者生活サポートボランティアネット事業

　社協の地域福祉活動の財源の一部には、皆さまからの会費、香典返しなどの寄附金、共同募金、
日本赤十字社社資の一部を充てています。
　より充実した活動が展開できるよう、皆さまのご理解、ご協力をお願いいたします。

社協会費…急速に進む少子高齢化社会の中、地域福祉活動をより充実していくため、広報紙（社
協だより）の発行やふれあいサロン事業などに充当しています。

寄 附 金…香典返し、見舞返しなどの寄附金は、社協だよりの「まごころ」に掲載
報告し、各種の福祉活動に使用させていただいております。寄附金は、
所得税控除などの制度が適用されます。

共同募金…赤い羽根共同募金で集まった募金の一部を配分金として受け、福祉を高
める教育や団体の活動費として充当しています。

日赤社資…災害時における救援物資の配布や、ＡＥＤの設置などに充当しています。

　センター運営事業
○吉田老人福祉センター
○ふれあいセンターいきいきの里
○ふれあいセンターこうだ
　共同募金配分金事業
○高齢者福祉活動事業
○障がい児・者福祉活動事業
○児童・青少年福祉活動事業
○住民全般福祉活動事業

　介護保険事業
○訪問介護事業
○居宅介護支援事業
○通所介護事業
○福祉用具貸与事業
○福祉用具販売事業
　障がい者自立支援事業
○障がい者自立支援事業

　在宅福祉事業
○配食サービス事業
○外出支援サービス事業
○通所型介護予防事業
○地域保健福祉事業
○要介護認定調査業務
○介護予防プラン計画業務
○育児支援家庭訪問事業
○家族介護者リフレッシュ事業
○生活・介護サポーター養成事業
○介護保険対象外福祉用具貸出事業
○重度障がい者移動支援事業
○一次予防事業

重点事業

その他の事業

積立基金事業
○介護保険財政調整基金事業
○財政調整基金事業
○高額療養費等貸付基金事業
貸付事業
○高額療養費・出産費貸付事業
○生活福祉資金貸付事業
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いらないくるま
高く買取ります！

いらないくるま
高く買取ります！

（有）部品センター広島
安芸高田市八千代町向山620-3

0120-057-882

家電販売・電気工事・水道工事

安芸高田市向原町坂143-1

TEL46-2118 FAX46-4019

高橋電機 向原

平成24年度　安芸高田市社会福祉協議会

〔評議員会　平成24年3月23日可決〕

一般会計資金収支予算

（単位：千円）

収入

（単位：千円）

支出

448,941
合計

448,941
合計

前年度繰越金
会費収入（500円／戸）

寄附金収入（香典返し・見舞返し等）

市補助金収入（人件費・事業費等） 
助成金収入（県社協助成金）

受託金収入（センター管理・配食サービス等） 
事業収入（各事業利用料等）

貸付事業等収入（貸付償還金）

共同募金配分金収入
障がい者自立支援費収入（介護給付費・利用者負担金）

補助事業等収入（受託事業・利用者負担金） 
その他 
資金移動収入
財務活動による収入（積立金取崩等）

58,390
4,548
7,978

66,784
100

48,196
 7,738
6,000
4,287

17,501
851
794

20,831
11,420

（13.0％）
（1.0％）
（1.8％）

（14.9％）
（0.1％）

（10.7％）
（1.7％）
（1.3％）
（1.0％）
（3.9％）
（0.2％）
（0.2％）
（4.6％）
（2.5％）

退職積立金事業

障がい者自立支援事業

貸付事業

共同募金配分金事業

センター運営事業

在宅福祉事業

地域福祉事業

法人運営事業

8,525

29,694

12,233

3,597

10,364

13,125

39,246

88,993

（1.9％）

（6.6％）

（2.7％）

（0.8％）

（2.3％）

（2.9％）

（8.8％）

（19.8％）

介護保険事業
243,164

（54.2％）

介護保険収入
（介護報酬・

利用者負担金等）
193,523

（43.1）％
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快適な生活環境を創る
土木・上下水道・造園・墓地

安芸高田市美土里町北2520-5

ＴＥＬ０８２６－５５－０５３７

平成23年度　安芸高田市社会福祉協議会

〔評議員会　平成24年5月25日承認〕

一般会計資金収支決算

当期末支払資金残高　　450,306,838円－388,194,941円＝62,111,897円

（単位：円）

収入

（単位：円）

支出

450,306,838
合計

388,194,941
合計

前年度繰越金
会費収入
寄附金収入
市補助金収入
助成金収入
受託金収入
事業収入
貸付事業等収入
共同募金配分金収入
負担金収入
障がい者自立支援費収入
補助事業等収入
その他
資金移動収入
財務活動による収入

55,327,868
4,548,100
10,038,841
62,610,300
400,000

45,050,580
5,514,061
194,331
4,375,136
5,421,612
16,149,910
3,406,716
1,034,921
28,105,044
17,395,770

（12.3％）
（1.0％）
（2.2％）
（13.9％）
（0.1％）
（10.0％）
（1.2％）
（0.1％）
（1.0％）
（1.2％）
（3.6％）
（0.8％）
（0.2％）
（6.2％）
（3.9％）

退職積立金事業

障がい者自立支援事業

貸付事業

共同募金配分金事業

センター運営事業

在宅福祉事業

地域福祉事業

法人運営事業

9,442,860

18,010,985

1,180,286

3,383,636

10,549,270

13,185,320

31,028,710

103,459,375

（2.4％）

（4.6％）

（0.3％）

（0.9％）

（2.7％）

（3.4％）

（8.0％）

（26.7％）

介護保険事業
197,954,499
（51.0％）

介護保険収入
190,733,648
（42.3％）
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　皆さまからお寄せいただきました社資は、全額、日本赤十字社広島県支部へ送金しました。
　災害救援活動・医療事業・血液事業・講習普及事業などの人道的支援のために、有効に活用さ
せていただきます。ご協力誠にありがとうございました。
　また、社協会費・赤い羽根共同募金の納入を10月1日からお願いさせていただきますので、ご
協力お願いいたします。

日本赤十字社社資(事業資金)報告
総額 4,146,900円

社資はこんなことに使われています !!

安芸高田市地区取り扱い分　平成24年6月30日現在　　　

●災害時に救護班が診療や心のケアを行ってい
ます。
●救援物資（毛布・緊急セット・寝衣など）を
お配りしています。

●病気やケガで血液が必要な人に血液を安定的に
供給し、そのための献血もお願いしています。

●AED（自動体外式除細動器）の使い方や心肺蘇
生法、高齢者の支援に役立つ介護技術など、一
般の方々に向けて様々な講習を行っています。

●地域の中核病院として、地域医療を支える病
院を目指しています。
●災害時には、いち早く医師や看護師を派遣し、
被災者への医療活動を行っています。

　5月28日（月）、ふれあいセンターこうだにお
いて、避難所などでの高齢者の生活支援やボラ
ンティアの心得といった、「災害時高齢者生活
支援講習会」を開催しました。
　被災された高齢者との関わり方や、災害時に
役立つ豆知識などを聞き、受講された方からは、
『災害が発生したら、講習で学んだことを役立
てたい。』と言われていました。
　このような講習会を、地域やサロンに出向き
開講いたしますので、ご希望がありましたらご
連絡ください。

日本赤十字社
広島県支部安芸高田市地区
　　　　　　　　　☎45-2941

災害救援活動

血液事業

講習普及事業

医療事業

安芸高田市の活動

災害時高齢者生活支援講習会
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有料広告募集

社協だより　　　　　

  40×60㎜（カラ－）

年間 16,000円

安芸高田市社会福祉協議会 　　　　
イメージキャラクターデザイン 募集!!

　安芸高田市社会福祉協議会では、市民の皆さまに社協を知って、もっと身近に感じてもらい、
一緒に活動していただくために、イメージキャラクターデザインを募集します。
　親しみやすい、可愛らしいキャラクターを誕生させ、色々なところで使用させていただきたい
と思いますので、市民の皆さまからの応募を心からお待ちしております。

【キャラクターイメージ】
　「絆」・「支えあい」・「助けあい」・「ほほえみ」・「ふれあい」などをイメージし、親しみやすい、
可愛いイメージでお願いいたします。

【募集期間】
　平成24年7月20日（金）～平成24年8月31日（金）※期間内必着

【応募資格】
　安芸高田市在住の方で、プロ、アマ、年齢は問いません。

【応募方法】
　専用の応募用紙に、キャラクターデザイン、必要事項などをご記入のうえ、
安芸高田市社会福祉協議会本所または各支所へ提出してください。※郵送可
　応募用紙は、社協ホームページからもダウンロードできます。　　http://www.akisha.jp/

【条件】
　○オリジナルの未発表作品に限ります。
　○応募点数は、お１人様２点まで。
　○応募作品などについては全て返却いたしません。
　○作品の著作権、使用権の一切の権利は、安芸高田市社会福祉協議会へ帰属します。

【選考】
　採用作品の選考にあたっては、安芸高田市社会福祉協議会広報委員会にて厳正・公平に審査し
ます。
　９月下旬ごろまでに、最優秀作品１点、優秀作品２点を決定します。

【表彰】
　最優秀作品、優秀作品には安芸高田市の特産品を記念品として贈呈し表彰します。

【発表方法】
　社協だより34号（10月15日発行予定）及び、社協ホームページにて発表します。

○本所・甲田支所　甲田町高田原 1490-1（ふれあいセンターこうだ内）� ☎４５－２９４１
○吉 田 支 所　吉田町吉田 1324-1（吉田老人福祉センター内）� ☎４２－２９４１
○八 千 代 支 所　八千代町佐々井 1329（八千代保健センター内）� ☎５２－２９４１
○美 土 里 支 所　美土里町本郷 1775（市役所美土里支所内）� ☎５９－２９４１
○高 宮 支 所　高宮町佐々部 983-2（市役所高宮支所内）� ☎５７－２９４１
○向 原 支 所　向原町坂 185-1（市役所向原支所内）� ☎４６－２９４１

応募・お問合せ先　安芸高田市社会福祉協議会
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　数種類ある福祉用具の中から、どれを選べばよいか分からないと悩まれたことはありませんか？
　そんな時は、社協福祉用具貸与事業所の専門相談員が、利用者さんにあった福祉用具の選定、
アドバイスを行っています。また、福祉用具を実際に使用してみてから決めたいといった方には、
お試しで使用していただくこともできます。
　この他にも、レンタル中の福祉用具については、利用者さんに安心して利用していただけるよ
う定期的にメンテナンスに伺っておりますので、お気軽にご相談ください。

　安芸高田市にお住まいの皆さんが、いつまでも元気でいきいきとした生活が送れるよう、
足腰の筋力を高める運動、認知症予防、閉じこもり予防などを目的とした「げんき教室」の
申込みを受け付けています。

●対象者：65歳以上で要介護認定を受けられていない方
●開催日：毎月2回（第2、4水曜日　14：00～16：00）
●場　所：ふれあいセンターこうだ　機能訓練室
●参加費：1回350円（内容により材料費などの実費が必要になる場合がございます。）
※注意点：他会場の「げんき教室」に申込みをされている方は、重複してこちらの会場で申

込みすることはできません。
送迎は行っておりませんので、各自でご参加ください。
申込者が７名に達しない場合は、開催できないことがあります。

●申込先：安芸高田市社会福祉協議会（在宅福祉課）　電話 45-2941

〈メンテナンス〉

お問い合わせ先（在宅福祉課）/代表：４５－２
ふくしいちばん

９４１　直通：４５－５１０１
　　　　　　　　　　　　または、市社協各支所までお問い合わせください。

自分にできることについて、みんなと一緒に考えていきましょう!!

げんき教室の申込みについて
（介護予防教室）

社協福祉用具貸与事業所です！
こんにちは！
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　社協訪問介護事業所「ツツジ」では、利用者さんに 1日でも長く快適で安楽な在宅生活を過
ごしていただけるよう、身体介護や生活援助といったサービスを行っています。
　必要とされるサービスは、利用者さんによってさまざまですが、要望や気持ちに寄り添ってい
けるよう、技術面のみならず精神面のケアにおいても訪問介護員一同、他の事業所とも情報交換
などの連携を取りながら、質の高いケアを目標にして頑張っています。
　この目標を達成するため、接遇や事例検討、調理実習、救急法といった専門性を高めるさまざ
まな研修も行い、訪問介護員同士が切磋琢磨しながら、自己の技術力や事業所全体のスキル向上
に努めていきたいと思っています。

お問い合わせ先（在宅福祉課）/代表：４５－２
ふくしいちばん

９４１　直通：４５－４９３９
　　　　　　　  または、市社協各支所までお問い合わせください。

社協訪問介護事業所「ツツジ」です！
こんにちは！

　日常生活において、居室の掃除や食事の支
度、入浴、家族の介護などで困っていること
がございましたら、お気軽にご相談ください。

〈研修〉

〈生活援助〉
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「郡山ゆめサロン」は吉田町の迫三丁集会所で開いています。
詳しいことは　市社協吉田支所　☎４２－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

「人権福祉センターサロン」は八千代町の八千代人権福祉センターで開いています。
詳しいことは　市社協八千代支所　☎５２－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

　新緑が美しい、花いっぱいの5月
のサロンは、「都忘れ」の花をメイ
ンに色とりどりの花を摘んできて、
フラワーアレンジメントを作りまし
た。はじめに折り紙でかわいい小箱
を作り、その後、牛乳パックや厚手
の新聞チラシで作った箱にオアシス
を入れ、思い思いに自己流に活けま
した。
　活けた後は、きれいなお花を囲ん
で、手作りの豆腐白玉にフルーツを
飾ったデザートをいただき、心の和
む満足なひとときを過ごしました。
� （郡山ゆめサロン世話人）

　私たちのサロンは、いつも明るく元気で笑顔がいっぱいのサロンです。
　今回は、会員さんの提案で、手ぬぐいを使った帽子を作りました。
　すべて手縫いで時間はかかりましたが、会員さん同士がお互い手伝いながら作り、できあがる
と全員でその帽子をかぶって、『いいのができたね～』と、満足感で笑顔もいっぱいになりました。
� （人権福祉センターサロン世話人）

お花もデザートも
　　　きれいじゃね～

みんなで頑張って作りました !!
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　こんにちは！今年の3月に発足した「菜の花サロン」です。とは言っても、純然たるニューフェイ
スではなく、平成5年に発足した「寝たきり老人介護者の会」と、平成10年に発足した「痴呆症老
人を支える家族の会」が、平成16年に合体して「在宅介護者の会」として活動していたグループです。
　会員さんは在宅で介護している者と、それを支援するボランティアの集まりなので、サロンを開
くと介護の事はもちろん、趣味の事、野菜作りの事と話は尽きません。6月7日（木）には、甲田町
の湧永庭園にバラを見に行き、色とりどりの花と良い香りに包まれ、心身とも明るくなりストレス
を発散しました。� （菜の花サロン世話人）

　「おはよう！」、「どんな？」こんな声掛けが玄関先から聞こえて、月に1回のサロンは始まり
ます。みなさんが集まったところで、まずはお茶をいただきながら、ちょっとだけおしゃべり。
同じ地域に暮らしていても、顔を合わせて話しをすることも少なくなったので、こうして話しが
できるのもサロンならではの楽しみです。
　今回は、町内でユニークな小物作りをされている「つくしんぼ」グループの木原洋子さん、高
杉泰子さんにティッシュボックスの作り方を教えていただきました。10時から昼食をはさんで
14時まで、ゆっくり時間をかけて完成させ、自慢の作品を手土産に「じゃあまたね！」、「元気
でね！」とみなさん帰路につきました。� （房後ふれあいサロン世話人）

どうやってやるん？

気持ちがいいね～

うまいことできた♪

「菜の花サロン」は美土里町の美土里教育集会所で開いています。
詳しいことは　市社協美土里支所　☎５９－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

「房後ふれあいサロン」は高宮町の房後ふれあいセンターで開いています。
詳しいことは　市社協高宮支所　☎５７－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

会員さん募集

　現在、会員数が少ないのが悩
みです。毎月第１月曜日に開催
しておりますので、ご参加お待
ちしています。
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「さくらんぼサロン」は甲田町の高田原多目的集会所で開いています。
詳しいことは　市社協甲田支所　☎４５－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

「戸島 2 区青壮年会」は向原町のふれあいプラザ戸島で開いています。
詳しいことは　市社協向原支所　☎４６－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

【美土里町】    菜の花サロン　　  美土里教育集会所
【甲 田 町】    SAKURAサロン    小原集会所

　笑顔があふれるサロンを目指し活動を続けてきた私たちのサロンも、この秋で丸13年になりました。
　毎月第２土曜日をサロンの日と決め、みんなで懐かしい曲をＣＤにあわせて歌ったり、創作ゲーム
を楽しんだりと毎回にぎやかに楽しんでいます。
　また、年に２～３回は食事会を開き、まなび会（安芸高田市食生活改善協議会甲田支部）の会員さ
んからも、身体にやさしい献立や目で楽しめるテーブルセッティングを紹介していただいています。
　これからも、会員さんからたくさんの笑顔があふれるようなサロンにしていきたいです。
� （さくらんぼサロン世話人）

　私たちのサロンは、毎月第1土曜日に地域の青壮年が集まり活動しています。
　サロンとしての日はまだ浅いですが、活動歴はとても長く、ゲートボールやグラウンドゴルフ
などで親睦を深めたり、地域活性化のために討論をしたりしています。
　困ったことが起きた時には、長年活動された卒業生（大先輩）から貴重なご意見をいただきな
がら、地域の青壮年全員の素晴らしいパワーを発揮して頑張っています。
　　　　　　　　　　（戸島2区青壮年会世話人）

これからもがんばるで～

指の体操！いっちに～♪さんし～♪

新規ふれあいサロンのご紹介�
笑いがあふれる楽しいサロンにしたいと思っています。よろしくお願いいたします。
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皆さまの善意により、サロン活動、
ボランティア活動などが支えられています。
平成24年2月21日～平成24年6月20日受付分（敬称略）

2012（平成24）年7月13



お・し・ら・せ
■弁護士相談（無料・予約先：市社協本所　総務課　☎４５－２

ふくしいちばん

９４１
　※要予約  ６名まで（１人30分程度）予約については、先着順となります。

市社協吉田支所 毎月第３水曜日

13:00～ 16:00

財産・相続・金銭貸借・離婚など
法律上の問題に関すること。
日程については変更となる場合が
ありますので、詳しくは市社協本
所総務課へお問い合わせください。

市社協甲田支所 ８月１日（水）

市社協向原支所 ９月５日（水）

市社協吉田支所 10月３日（水）

※市社協吉田支所：開催月の1日、8:30から予約受付（変更あり）
※市社協支所：開催前月の15日、8:30から予約受付（変更あり）

■心配ごと相談（無料）

吉 田 人 権 会 館 第１・３木曜日 10:00～ 15:00 ☎ 42-2826

市社協八千代支所 第 １ 月 曜 日 13:00～ 15:00

日程については変更となる場合が
ございますので、詳しくは市社協
各支所へお問い合わせください。

市社協美土里支所 第 ３ 木 曜 日  9:00 ～ 12:00

市 社 協 高 宮 支 所 毎 月 1 5 日  9:00 ～ 12:00

市 社 協 甲 田 支 所 第 ４ 月 曜 日 13:30～ 15:30

市 社 協 向 原 支 所 第 ２ 火 曜 日  9:00 ～ 11:00

発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒739-1101　広島県安芸高田市甲田町高田原1490－1（安芸高田市ふれあいセンターこうだ内）
� TEL（0826）45-2941　FAX（0826）45-7012

社協だより

編 集
後 記

　安芸高田市社協では、広島県交通安全協会が行っている、150日間無事故無
違反を目指す「トライ・ザ・セーフティｉｎひろしま」に参加しています。皆
さんも夏休みなどで旅行やお出かけをされる際には、気を付けて運転してくだ
さい。� （事務局）

　お寄せいただいた義援金は、全額、日本赤十字社広島県支部へ
送金いたしました。
　皆さまのあたたかいご協力ありがとうございました。厚くお礼
申しあげます。

　平成23年3月11日（金）に発生しました、東日本大震災の被災者に対する義援金を、多くの
皆さまからご協力いただき誠にありがとうございます。お寄せいただいた義援金は、全額、日本
赤十字社広島県支部へ送金し、被災地・被災者の救援に役立たせていただきます。
また、義援金の受付期間が次のとおり延長になりましたので、引き続き市民の皆さまのあたたか
いご協力をお願いいたします。　　　　

【受付期間】　平成23年3月12日（土）～ 平成24年9月30日（日）
【受付場所】　安芸高田市役所本庁及び各支所
　　　　　　安芸高田市社会福祉協議会本所及び各支所

和歌山県平成23年台風12号災害義援金 平成23年9月9日～平成24年3月30日 33,402円

東日本大震災義援金  受付期間の延長について

義援金報告

18,441,877円
中間集約

（平成24年6月20日現在）


